
環境試験技術報告　第12回試験技術ワークショップ開催報告 103

 
 
 
 
 
 
 
 
 

6.8. 国内外の試験技術動向及び JAXA 試験標準

改定への挑戦 
 

宇宙航空研究開発機構 

環境試験技術センター 

施 勤忠 氏 
 

  

This document is provided by JAXA.



宇宙航空研究開発機構特別資料　JAXA-SP-14-009104

 

This document is provided by JAXA.



環境試験技術報告　第12回試験技術ワークショップ開催報告 105

  

This document is provided by JAXA.



宇宙航空研究開発機構特別資料　JAXA-SP-14-009106

 

This document is provided by JAXA.



環境試験技術報告　第12回試験技術ワークショップ開催報告 107

  

This document is provided by JAXA.



宇宙航空研究開発機構特別資料　JAXA-SP-14-009108

 

This document is provided by JAXA.



環境試験技術報告　第12回試験技術ワークショップ開催報告 109

  

This document is provided by JAXA.



宇宙航空研究開発機構特別資料　JAXA-SP-14-009110

 

This document is provided by JAXA.



環境試験技術報告　第12回試験技術ワークショップ開催報告 111

  
 
  

This document is provided by JAXA.



宇宙航空研究開発機構特別資料　JAXA-SP-14-009112

質疑応答 
 
質問者① 菱栄テクニカ松田様 

ISO のお話の中で、UK から厳しい指摘があったとのことで、JAXA 試験標準は要求ではな

くガイドライン文書にあたるとあるが、ヨーロッパとしても UK と同じ意見なのか。 

 

発表者 

日本が提案した小型衛星の試験標準について COTS 品を使うということを提案したが、UK

から設計標準の中で細かい数字まで要求しているが、それについてはガイドラインにすべ

きという指摘があった。この指摘はヨーロッパとしてではなく UK からのものである。 

 

質問者 

ISO の中でガイドラインという文書の決め方はあるか。 

 

発表者 

テクニカルリポートはあるがガイドラインはない。 

 

質問者② JAXA 環境試験技術センター 福添様 

試験センターとして今取り組んでいる A 改訂、そしてさらに今後もメジャーアップデート

を継続的に対応していくことになるが、周辺状況の変化がどのようにこれらの検討に関係

してくるかという観点で、まずは試験センターとして現在 A 改訂に向けて取り組んでいく

ポイントは何か。また、その後の状況の変化としてどのようなことが想定されるか。 

 

発表者 

今まで細かい試験のやり方などの、いわゆる標準をサポートするハンドブックについて、

標準へ取り入れていく方針であった。これから積極的に取り入れなければいけないのは、

１つは試験項目表（ベリマト）の整理として要求する試験項目はどれかという観点での議

論、2 つ目はコストの観点で最近よく取り入れられる EFM に関する記載がまだ入っていな

いためこれを議論していかなければいけないと考えている。周辺の状況としてはそういっ

た観点で活発な議論が始まっているという状況である。 

 

質問者 

宇宙利用の拡大についてきめ細かく対応していくことが重要であると考える。皆さんの協

力を得ながら頑張っていきたい。 
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質問者③ JAXA セキュリティ情報化推進部 島津様 

システムエンジニアリングの世界標準というと欧米がリーディングしているように思って

いたが、日本と中国という名前が目につくが、試験の標準化については日本や中国が引っ

張っているということか。 

 

発表者 

ISO は貿易関係ビジネスの観点で取り組んでいる国際標準である。アメリカが引っ張ってい

たが、最近は彼らは手を引いている状況。一方、中国は ISO のような国際的な標準化の活

動が活発になってきている。ただし、試験全体に対する提案というわけではなく音響試験

や磁気試験というある一部の試験についての提案である。 
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